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開葉と落葉の期日の変化により
年間の炭素収支が変化する。
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開葉と比べて落葉は、様式や期日の樹種聞の特徴が大きい
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引用］
地上観測｛指篠木の観察 ・デジカメ・分光観沼町・ビッグデータ・
衛星観測の短所（空間スケーjし）を補間する観測も必要
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現時点では、高空間分解能な観測を可能とするドローンに期待
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里地里山を対象とした生態系観測の重要性 ・
生態系への影響重大性；「特に大きいJとは言えない
緊急性：中程度
確信度：低い
生態系サービスへの影響
重大性；現状では評価できない
緊急性：現状では評価できない
確信度：現状では評価できない
「気候変動に伴う里地・里山生態系及び物質収支への影響
については、現時点で網羅的な研究事例は限定的であるJ
[!I!;健変動の’匡＇！／，、の適応計百田（H27年11月21日傭締法定）より引用3
他の生慈系と比ベるとよくわかっていない
農研慢織·••環境変動研究センヲーより公闘されている迅澗量図：
(http://habs.de.a冊。‘ojp/lを引用・解析（歴史的農業環境閲覧シス子ム）
国土地理院より公開されている空中写真
(http：／柑 P帥‘si.g。jp/r珊 libSearch.do#I）討 l用解析 国土地理院より公開されている空中写真(htゅ：／帽 pps.gsi.gojp/m岬 libSear曲。d。削｝を引用・解析
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国土地理院より公開されている空中写真
ht悟：／mapps.gsi.g。jp/m岬libSe町ch.do＃けを引用・解析
今後の課題 ：
ー高解像度衛星データとの対応閣係
（ただし、 Landsatレベルで、は樹種は区別できない）
ドーロー ンによる分光観測
一地上に設置したデジカメによるフ工ノロジー観測との
対応関係
ーみほの森サイト以外への応用・技術開発
→岐阜県高山サイト｛スギ・ヒノ
キ林｝における雪害による倒木
の被害状況の把握への応用
[Nagai at al .in preparation] 
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